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                                                        山砥稔文 
 九州沿岸域で漁業被害をもたらす代表的な有害種としては渦鞭毛藻Cochlodinium 
polykrikoides, Heterocapsa circularisquama, Karenia mikimotoi, ラフィド藻 













るH. circularisquama, K. mikimotoi, C. antiqua, C. marina, H. akashiwo の増殖特性



































への影響，分布状況を調べた。 大村湾産H. circularisquama 培養株は12.5～30℃，塩
分16～36の範囲で増殖し，比増殖速度は高水温・高塩分ほど高く，最大値は30℃，塩
分32の時に0.91 day-1であった。本株は弱光の10 µmol/m2/s でも増殖し，比増殖速度
は光強度の増加とともに高くなり，80 µmol/m2/sで飽和した。本株の比増殖速度の光









た。C. antiquaは15～32.5℃，C. marinaは12.5～32.5℃，H. akashiwoとC.  
polykrikoidesは10～32.5℃で増殖した。増殖可能な塩分範囲は4株に共通して，16～36
であった。最大比増殖速度とそれを与える水温・塩分の組み合わせは，C. antiquaは
0.99 day-1（30℃，塩分32），C. marinaは0.83 day-1（30℃，塩分24），H. akashiwo
は1.14 day-1（25℃，塩分24），C. polykrikoidesは0.56 day-1（27.5℃，塩分32）であ
った。これら4株は既知の他海域産株に比べ，より高水温側に耐性限界を持つと考え
られた。  
 
